
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は「団塊の世代」が全て後期高齢者となり、２０４０年にかけ高齢者人口がピークに向かう一方で、少

子化により現役世代の減少、高齢者および高度医療費の増加による社会負担増が懸念されております。また、

来年度からは「子供・子育て支援金」がスタートしさらに個人負担増となります。 

この状況において一般保険料率を維持する中、賃上げの影響から保険料収入増が予想されます。支出におい

ては、依然として医療費の高止まりが予測されますが、支出の多くを占める納付金については対前年で約２億

円の減で予算編成ができたところです。なお、今年度収支予算を組み立てる上で、別途積立金を１億５千万円

繰り入れることとします。 

２月２０日に開催された組合会で、当健保組合の令和７年度予算と保健事業計画が承認されました。 

一般保険料据え置き・介護保険料引き下げで予算編成 

今年度も組合員の皆様の健康維持に努めます 

予算と保健事業のお知らせ 

令和７年度 収入支出予算（健康保険） 

 

被保険者数 

平均標準報酬月額 

平均年齢 

健康保険料率（調整保険料含む） 

4,050 人 

354,000 円 

43.59 歳 

10.000％（事業主 5.000％・被保険者 5.000％） 

健康保険 予算基礎数値    

経常収入合計 

20 億 4,116 万円 

（507,990 円） 

経常支出合計 

21 億 3,164 万円 

（526,332 円） 

経常収支差引額 
▲9,048 万円 

（▲22,341 円） 

総額 22 億 4,623 万円 

保険料収入 
20 億 3,930 万円 
（503,530 円） 

調整保険料収入 
2,507 万円 
（6,190 円） 

繰入金 
1 億 5,000 万円 
（37,037 円） 

国庫補助金収入 
50 万円 
（124 円） 

出産育児交付金 
48 万円 
（118 円） 
 
財政調整事業交付金 
3,000 万円 
（7,407 円） 

雑収入 
88 万円 
（217 円） 
 

事務費 
6,567 万円 
（16,215 円） 

保険給付費 
12 億 8,248 万円 
（316,662 円） 

納付金 
7 億 350 万円 
（173,703 円） 
前期高齢者納付金 
2 億 1,795 万円 

後期高齢者支援金 
4 億 8,555 万円 

保健事業費 
7,800 万円 
（19,259 円） 

財政調整事業拠出金 

2,507 万円 
（6,190 円） 

還付金、連合会費、 
雑支出 
201 万円 
（496 円） 

予備費 
8,950 万円 
（22,099 円） 

皆様が病院にかかっ

たときに支払われる

医療費や各種給付費 

高齢者医療制度を支

えるために国に支払

う拠出金 

皆様の健康維持増進

のための健診費用や

コラボ活動費 

事業主と被保険者の

皆様から収めていた

だく保険料 

不足分を別途積立金

から計上 

全国の健保で行う共

同負担事業のために

収める保険料で、主

に高額医療交付事業

に使われる 

令和７年度 

( )内は 1 人当たりの金額です 
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収入 

介護保険収入 216,087 千円 

繰越金 14,890 千円 

繰入金 0 円 

雑収入 5 千円 

収入合計 230,982 千円 

                                支出 

介護納付金 224,339 千円 

還付金 20 千円 

積立金 0 円 

雑支出 10 千円 

予備費 6,613 千円 

支出合計 230,982 千円 

 

 

                         
●健康診査     定期健康診断、生活習慣病予防健診（4月～12月）契約健診機関はホームページ掲載 

●特定保健指導    健診結果により対象者には保健指導を行います 

●日帰り人間ドック  対象年齢者（40歳から 70歳まで 5歳刻み）には健保補助にて受診可 

●婦人科検診    20 歳以上の方（マンモ、乳腺エコー、子宮細胞診）には全額健保負担にて受診可 

●健康情報発信   Web 健保便りを定期的（年 4回）に発行し、健保のお知らせおよび健康情報発信 

●育児書の配布   毎月配布、「子育てがつらい、大変」を「子育てって楽しい！ 幸せ」に変える 

●コラボヘルス推進 保険者と事業主が役割を持ちながら連携し、加入者と家族の健康づくりを支援 

●データヘルス   健診結果による再受診を受診データから判断した受診勧奨を行い、予防と早期治療推進 

●歯科疾病予防      むし歯や歯周病の早期発見のために契約機関にて無料健診 

●健康サポート推進委員会 皆様の健康増進、健康意識向上のために日々活動し健康事業を推進 

●インフルエンザ予防接種 被保険者と被扶養者には一人 2,000 円の補助 

  

 

現在の健康保険証は 12月 1 日までとなります。マイナ保険証の登録＆利用にご協力ください。 

当健康保険組合の令和７年度予算総額 22 億 4,623 万円、実質的な収支状況を示す経常収支では 9,048 万

円の赤字となりました。 

 健保組合の主な収入源である保険料は 20 億 3,930 万円となる見込みです。一方、主な支出である医療費

（保険給付費）には 12 億 8,248 万円、納付金に 7億 350 万円を見込んでいます。この２項目の支出のみでほ

ぼ保険料と同じであるため、収入不足を補填するため、別途積立金から繰入金 1 億 5,000 万円を計上してい

ます。 

 なお、令和７年度は調整保険料率が 0.130％から 0.121％に引き下げられましたが、一般保険料率をその分

調整し、全体の合計保険料率は 10.000％とし、前年と同率にしています。 

 先日説明会を開催いたしました、当健康保険組合の保健事業を積極的にご利用いただき、皆様の健康増進、

医療費適正化のための取り組みをお願いいたします。医療給付と保健事業により多くの仲間の命と健康を守

り、安定した生活の基盤づくりを実現しましょう。 

介護保険制度は、介護を社会全体で支えることを目的として平成

１２年４月にスタートしました。 

介護等を要する方等が、その有する能力に応じて自立した日常生活

を営めるよう、必要な介護サービスを提供することにより、国民の

保険医療の向上と福祉の増進を図ることを目的としています。 

健康保険組合では対象者の介護保険料の代行徴収を行い支払基

金経由で市町村へ納付しています。 

令和７年度は該当被保険者の人数および標準報酬額並びに介護保

険納付金予算額計算等を基に介護保険料を計算した結果、令和６年

度の 1.700％から 1.580％に引き下げることにしました。 

健 康 保 険 

介 護 保 険 

介護保険第 2 号被保険者数 

介護保険第 2 号被保険者たる被保険者数 

平均標準報酬月額 

介護保険料率 

3,080 人 

2,400 人 

393,000 円 

1.580％（事業主・被保険者 各 0.790％） 

保 健 事 業    

今から使おう！！マイナ保険証 

介護保険 予算基礎数値 


